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最近 、大学の理工系学生 の製造業 離れの傾向 がみ られ、科学技術 の将来 の発展 にとっ
て重要 な人材 の確保が懸念 されている。この背景 には、日本の若年層 の間 に共通 した意
識変化 があ るとみ られ る。このた め、文部省「学校基本調査報告」の統計数値 に基づ き、
学部別 の大学入学志願者数 の推移 を推定す るとともに、全 国22の公立高校4211名の進
学希望者 に進路選択等に関す るア ンケー ト調査 を実施 し、大学進学希望者の進路選択
の動 向 とその背景 について分析 した ものであ る。(第1調査研究 グループ佐藤、菊池、平
野)
◎MSTEPレポー トNo.13「バイオテ クノロジーの開発利用 とその影響 に関す る調査研究
一バ イオテクノロジーの実用化 とその課題」を発表
本 レポー トは、近年幅広 い分 野で研究開発が進 んでいるバイオテ クノロジーに関 し
て、民 間企業 に対 するア ンケ ー ト・ヒヤ リング調査等を もとに実用化の課題 を分析 した
もので ある。なお、本報告書 は、外部専門家によ る「バイオテ クノロジーの開発利用 とそ
の影響 に関す る研究会」の意見 を参考 に第4調査研究 グループが とりまとめた。(報告書
の概要 は研究 ノー トのとお りであ る。)
◎ 研究会等/ResearchMeetiRgs
O科 学技 術指標研究会第5回会合が、9月25日に開催 され、前回会合以後 に作業 の進 め ら
れた指標 につ いて検討が なされた。
○平成2年9月26日に「第5回アジアのエネルギー消費 と地球環境 に関 す る調i査研究会」
及 び「第6回アジアのエネルギ ー消費に伴 う大気環境汚染物質排出量 の推計 に関 する小
委員会」を合同で開催 し、SO.,NOx,CO2排出量 の現状及 び将来 エネルギ ー-ec要量想定 に
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つ いて検 討 を行 った。
◎講演会等/Lec加resatNISTEP
9/21(金)「国立試験研究機関 にお ける医学生物学的基礎研究にっ いて」
赤松 穣(国立予防衛生研究所化学部長)




DavidDickson(ニュ ー サ イ エ ンテ ィ ス ト編 集 者)
巖ichealCross(〃 特 派 員)
Dr.RogerHighfield(DailyTelegram編集 長)
JohnS.Christe(バテ ル 記 念 研 究 所 副 社 長)
IvanL.Kinne,Ph.D(〃 国 際 担 当)
2.研究 ノ ー ト/ResearchNote
バイオ テクノロジーの実用化の課題 につ いて
第4調 査研究 グループでは、資源 の利用、創出 に大 きく関与す るバ イオテ クノ
ロ ジーに関 し、 その実用化の課題 を抽 出す るため、 「バイオテ クノロ ジーの開発
利用 とその影響 に関す る調 査研究」を実施 してきたが、先般 その報告書を取 りま
とめたので概要 を紹介す る。
1.調 査研究の方法
調査研究の設計 、取 りまとめに当た っては、学識経験者 を中心 とした 「バイオ
テ クノロ ジーの開発利用 とその影響 に関す る研究会」(委 員長;津 村 信蔵 大洋
漁業纂大洋研究所顧 問)を 設置 し、 その中で検討 した。なお、具体的 な調査方法
は以下 の とお りであ る。
(1)ア ンケー ト調査i
実 用化 の課題 を中心 に、 バイオテ クノロジー研究開発企業 の研究管理者 に対 し、
ア ンケー ト調査 を実施 した(対 象者320名 、回答者211名)。
(2)ヒ ヤ リング調査
既に実用化 を成 し得た民間企業等 を対象 に、実用化 の背景 、内容及 び実用化 に






基礎資料 と して、既存 の文献、統計資料 を基 に、研究人員、研究費の動向、
研究分野等 をマクロ的 に調査、分析 した。
イ.遺 伝子資源の現状
研究開発の基盤 となる遺伝子 資源 の保存状況、利 用状況及 び問題点等 につ い
て調査 した。(調 査担当者;客 員研究官 熊谷甲子夫)
2.調 査結果
バイオ テクノロジーの実 用化に関 しては、現在 、医薬品、種苗 、食品等 の各分
野で具体的な製品開発が進 んでいるが、 ア ンケー ト調査 によると実用化 の中心的
な担 い手 であ る民間企業の研究管理者 は、 こうした実用化の現状 を図 心1の とお
り比較 的前 向 きに評価 してい るとい う結 果が得 られた。 これは、既 に具体的 に製
品化 された ものに対 しての評価 だけで な く、バイオテ クノロジーの特徴の一つで
ある 「新 たな知識の創出(生 物 に関す る理解 の増大)」 に対 する評価 も含 まれ る
もの と考 え られ る。
一方、 バイオテクノロジーの持つ潜在 的な可能性 か ら、今後 の実用化の進展 に
対 しては各分野 におけ るプロダク ト・イ ノベー ション、 プロセス ・イノベ ーシ ョ
ンを初 めと して さ らに大 きな期待が寄せ られてお り、そのための課題 と しては ア
ンケー ト調査では 「基礎的 な研究分野 での研究が不十分」、 「バイオ テクノロジ
ー単独での限界」、 「応用 ・開発分野 での研究が不十分」、 「研 究人材 が不足」
等が上位 に挙げ られ た(図 一2参 照)。
さ らに、 ヒヤ リング調 査(民 間企業等)の 中で実用化 に向 けて今後必要 なこと
として挙 げ られた主 な意 見は以下 のとお りであ った。
*基礎研究 の推進(多 種多様 な物質を生産 する生物の性質、形態 に学 び、理解
す る)
*各業種 における専門的技術(遺 伝子組換 え等の基本技術以外 も含む)の 結合
(シーズの交換、 シーズ とニーズの交換)
*産 ・学 ・官の協 同体制 の推進
*パ ブリック ・アクセプ タンスのためのPR活 動 の徹底
*技術進歩、海外 での動向 に即応 した行政対応(安 全性関連、知的所有権等)
*独創的研究の推進等
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また、 これ らヒヤ リング調 査の対象 とな った民間企業等 にお ける実用化事例 の
背景 と しては、自助努力 の他、従来 か らの技術的蓄積(特 に周辺 の関連技術・{列
えば分離、精製等 のプ ロセス技術)、 大学及 び他企業 との協同体制の確立、市場
開拓 も含 めた総合的な製品 開発体制 の確立等 が認め られた。
B.実 用化 の課題
以上の結果 やその他調査結果を総 合 し、バイオテ クノロジーの実用化 の課題 に
つ いて考察、整理 す ると、以下 のとお りとな る。
①生物 の理解(基 礎研究 の充実 ・強化)
まず重要 な ことはバイオ テクノロジーの原点で ある生物 に対す る理解を一層深
める ことであ る。 これ にっ いて は生物 の機能、構造 に関す る系統 だ った理論 の構
築 のほか、バイオテ クノロジーが生物 の(新 しい)機 能 に依存 してい るだけに 「
新 たな機能 の探索」 も重要 な意味 を持 ってい ると言 え る。 また、バイオテ クノロ
ジーでは 「基礎研究の成果が応用に直結す る等、両者 の境界が不明瞭であ る」 こ
とも特色 と して挙 げ られ る。
これ らの点を踏まえ、長期的視点 に立 った産 ・学 ・官の協同 による基礎研 究の
推進 が重要 となろ うし、併せて基礎研究の成果 を有効 に共有 す るためにデータバ
ンク、 ジー ンバ ンク等 の整 備 も不可欠 と言 え る。
なお、ア ンケー ト調査 による民間企業 の自社での基礎研究の実施については、
半数以上の機 関で既 に実施 して いる又は準備中 との回答であ った(図 一3参 照)。
また、基礎 研究の 自社 内実施 に対す る考 え方 としては、大半 がその必要性 を感
じるとしなが らも、そのためには 「大学 ・国公研 との共同研究 体制 の整備」、 「
優秀な研究人材 の確保」、 「社 内的 な方針の統一 」等 が必要で あるとす るとの意
見が多か った(図 一4参 照)。
② トー タルな生産技術 システムの開発
次 に、 ア ンケー ト調 査結果で 「バ イオテクノロジー単独での限界 」が上位 にあ
った ように、生物か ら学んだ知識 を具体化 し、最終的 な形(製 品)と して完成 さ
せ るためには、遺伝子組換え技術等 の生物 に直接関与 す るバイ オテクノロジーの
基本技術以外の技術、即 ち周辺技術(特 に分離 ・精製等 の新た なプ ロセス技 術)
や関連(結 合)す る他 の生産技術 にお ける同時並行的な技術開発(両 者を結 びつ
ける仲介的領域での技術 開発 も含 む)が 不可 決であ ると考え られ る。





テムを作 り上 げること、また こうした視点 か ら研究開発へ取 り組 む ことがが重要
であ る。
③技術 シーズ、 ニーズの発掘 と結 び付 け
バイオテ クノロジーは幅広 い適用分野を持 ち、 また他の多 くの技術 と結合す る
可 能性 を有 する ことか ら、バイオテ クノロジーの実用化 に関 してはその技術 シー
ズやニーズが非常 に広範 に分布 して いる点 が大 きな特徴の一 つ と考 え られる。・
そ こで、 これ ら潜在又 は分散 して いるシーズやニーズを如何 に発掘(交 換)し 、
結 び付 けるかが一つの課題 であろ う。 このため今後 は異業種間や産 ・学 ・官の間
における交流 の果たす役割 はさ らに重要性 を増す もの と考 え られ、 これ ら交 流の
積極的かつ 円滑 な推進 のための支援(場 の設定、窓 口 ・媒介機能の充実、施策 の
PR及 び付属す る制度 の確立等)が 求 め られよ う。
④社会 ・人間 との共存
第4に は、人間 ・社会 との問題が挙 げ られ、 「生物 」を対象 とす るバイオテ ク
ノロジーにおいて は、技術開発 と並行 した コンセ ンサ スづ くりも非常 に重要 な こ
とと考 え られる。今 日では科学技術全体の進展が ますます急速 にな って きてお り、
それに伴 って長 い期間をかけて広 く一般 の理解 を得 ることは困難 な状況 にな りつ
つあ る。 この ことか らもこの問題が将来的 に重要課題 とな る可能性は高 いと思 わ
れ、PR活 動 の推進 も含め常 日頃か らコ ンセ ンサスづ くりのための地道 な努 力が
必要であ り、基本 となる体制づ くりが早急 な課題 と して考 え られ る。
⑤その他
研究開発基盤 の充実 は、前述 の基礎研究 の推進を初 め とし実用化の進展 のため
には重要 な ことで あり、ア ンケー ト調査 によると今後必要 な もの と して、研究人
材 、施設 ・機器、資金及 び遺伝子資源等 が上位 に挙 げ られた。
この中 で研究人材 について は、かな り多数 の研究管理者が 「量 」、 「質」 の両
面 か らその不足を指摘 していた。
また、遺伝子資源 について は、保存(配 布)機 関における保存点数 、配布点数
は ともに近年増加 して きているが、 これの一層の充実 を図 るほかに遺 伝子資源利
用に大 きく関与す る情報管理体制の整備 も大 きな課題 として残 されてい る。
その他、独創的 な研究 の推進及 び技術進歩や諸外国 の動向等 に即応 した規制 ・
制度面 での行政対応等 も今後 のバ イオテ クノ◎ ジーの実用化 に向 けての課題 とし





































8;研 究 施 設 ・設 備 が 不 足 して い
る。
91既 存 の規 制 ・制 度 が一 般 的 に
バ イ オテ クノ ロ ジー の研 究 を
進 め る上 で不 適 応 で あ る。
10;安会 佐 に関 す る規 制 ・制 度 が
未 確 立 で あ る。
ll;パブ リック ・ア クセ プ タン ス
が構 築 され てい な い。
12;安全性 に関 す る規 制 ・制度 が
厳 しす ぎ る。
13;研究 資金 が不 足 して い る。
14;特許 等 の知 的 所有 権 が法 制度
上 、確 立 してい ない 。
15;産・学 ・官 の 協同 体制 が不 十


















































6大 学 ・国公立 研 究1訴等 で 行 う
ぺ き性 格 の もの で あ り、必 ず
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